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　はじめに

フエダイ科セダカタカサゴ属 Pinjaloは，背鰭

基底が部分的に鱗に覆われる，鋤骨に歯帯をもつ，

第 1鰓弓の下枝鰓耙数が 20以下，背鰭が 11–12

棘かつ 13–15軟条，目の中心がほぼ体軸上にある，

側線下方の鱗列が斜め上後方へ向かう，および牙

状の歯をもたないなどの形態的特徴をもち（Allen, 

1985；島田，2013），全世界でセダカタカサゴ

Pinjalo lewini Randall, Allen and Anderson, 1987 と

チカメタカサゴ Pinjalo pinjalo (Bleeker, 1850)の 2

種が有効とされており（Fricke et al., 2018），日本

からもこの 2種が知られている（島田，2013）．

チカメタカサゴはこれまで国内において石垣

島から得られた稚魚と，鹿児島県大隅半島の佐多

岬沖と薩摩半島の開門川尻沖から得られた成魚 2

個体のみが記録されている（金城・仲本，1995；

岩槻ほか，2004；小枝・本村，2015）．

2019年 1月 5日に大隅諸島の黒島の沖合で 1

個体のチカメタカサゴが釣獲された．この標本は

鹿児島県ならび日本におけるチカメタカサゴ成魚

の標本に基づく 3例目の記録であり，大隅諸島か

らの初記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測は Randall et al. (1987)にした

がった．標準体長は体長または SLと表記し，ノ

ギスを用いて 0.1 mm単位で計測した．標本の作

製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告で用いられた標本は鹿児島県

黒島産の 1標本［KAUM–I. 125210，体長 504.8 

mm，全長 605.0 mm，大隅諸島黒島片泊沖

（30°49ʹN, 129°52ʹE），2019年 1月 5日，1本釣り，

水深 60 m，岡留保造・大久保清隆（福寿丸）；

Fig. 1］で，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）

に保管されており，生鮮時の写真（Fig. 1）は同

館のデータベースに登録されている．本報告中で

用いられた上記 KAUM以外の研究機関略号は

MUFS（宮崎大学農学部海洋生物環境科学）であ

る．

　結果と考察

鹿児島県黒島産の標本は，背鰭基底部の 1/5か

ら 1/3が小鱗に覆われる，鋤骨に歯帯をもつ，第

1鰓弓の下枝鰓耙数が 17，目の中心がほぼ体軸上

にある，側線下方の鱗列が斜め上後方へ向かう，

および牙状の歯をもたないなどの形態的特徴から

Allen (1985)の定義した Pinjalo属と同定された．

また，背鰭が 11棘 14軟条，臀鰭が 3棘 10軟条，

および鮮時に腹鰭と臀鰭が黄色を呈するなどの特

徴が Randall et al. (1987)および島田（2013）が報

告した P. pinjaloの標徴とよく一致した．

本標本の計数・計測形質は以下のとおりであ

る．背鰭棘数 11；背鰭軟条数 14；臀鰭棘数 3；

臀鰭軟条数 10；胸鰭軟条数 18；側線有孔鱗数

50；背鰭起部下における側線上方鱗数 10；側線

下方鱗数 20；背鰭前方鱗数 17；尾柄鱗数 26；上

枝鰓耙数 7；下枝鰓耙数 16．体各部測定値の標準

体長に対する割合（%）：体高 37.8；体幅 14.5；

頭長 26.2；吻長 8.3；眼窩径 5.8；両眼間隔 9.8；

チカメタカサゴの日本における成魚 3 個体目の記録
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上顎長 8.6；眼窩下縁から眼窩骨下縁までの長さ

3.1；尾柄高 10.2；尾柄長 22.9；背鰭前長 33.3；

臀鰭前長 67.3；腹鰭前長 34.8；背鰭基底長 56.8；

背鰭第 1 棘長 11.4；背鰭第 2 棘長 13.1；背鰭最長

棘長 13.2；背鰭最後棘長 8.5；背鰭最長軟条長 9.1；

臀鰭基底長 17.4；臀鰭第 1 棘長 3.1；臀鰭第 2 棘

長 9.2；臀鰭第 3 棘長 9.0；臀鰭最長軟条長 9.4；

尾鰭長 27.3；胸鰭長 25.9；腹鰭棘長 9.8；腹鰭長

15.3．

本標本の計測形質は岩槻ほか（2004）と小枝・

本村（2015）の示した値とおよそ ±10%の変異を

もち，特に尾柄長については小枝・本村（2015）

の示した値からおよそ 36%大きな値を示した．

これは岩槻ほか（2004）の報告した標本（MUFS 

22234，体長 420.0 mm）と小枝・本村（2015）の

報告した標本（KAUM–I. 70693，体長 339.9 mm）

と比較して本標本が体長 504.8 mmと大型である

ことから，成長に伴う形態変化であると判断した．

本標本は鹿児島県大隅諸島におけるチカメタ

カサゴの初記録であるとともに，日本における本

種成魚の 3例目の記録かつ最大記録となる．

Fig. 1. Fresh specimen of Pinjalo pinjalo (KAUM–I. 125210, 504.8 mm SL) from Kuroshima island, Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, 
Japan. Both photographs were taken soon after the fish was captured, the top image against a black background, the bottom against a white 
background.
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